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みんなの家庭科室

支援に至る経緯

支援の内容

37年間、高校教諭として勤め、「やりたいこと」を

実現するために令和6年3月に退職。セカンドキャリア

として、年齢を重ねても地域とのつながりを保てる場

所、大人が集える居場所を提供する事業を構想してき

た。特に、シニア世代や地域住民が交流できる場を作

りたいという熱意が強く、元家庭科教諭、地域の方々

と協働し、「週末カフェ」「ハンドメイド教室」「レ

ンタルルーム」など多機能なスペースを立ち上げたい

と思い当財団に相談。事業計画作成をきっかけに、補

助金申請やビジネスプランコンテスト応募を経て、

オープンに向けて準備することとなった。

人生100年時代。自分のやりたいことの実現に向けて創業を決意

事業計画作成からSNSで情報発信まで、一気通貫で創業をサポート

今回が初めての創業ということもあり、誰に、何を、

どうやって販売するのか、営業をするためには、どの

ような許認可が必要なのかなど、事業実現に向けて必

要な情報提供を行いながら、経営についての知識習得

を支援。その後、事業計画書の作成をサポートし、具

体的な運営モデルや収益構造を明確化。事業計画を作

成する過程で、「この事業計画を知らない方に事業の

魅力をどのように伝えるか」という課題が見えてきた

ため、補助金申請やビジネスプランコンテストへの応

募を通じて事業計画のブラシュアップを行った。その

結果、令和6年度愛媛グローカルビジネス創出補助金

採択、松山しごと創造センタービジネスプランコンテ

スト最優秀賞を獲得した。

開業場所が住宅街であり、席数が限られているため、

通りがかりでの集客が難しいという課題はオープン前

から認識していた。この課題に対応するためには、事

前にファン（顧客）獲得を目指す必要があった。その

ために、PCやスマートフォンの使い方、SNS選定に

ついて助言し、情報発信を行うことで、支援開始後2

か月でInstagramとインターネット予約をスム－ズに

使いこなせるようになった。創業後も、女性創業サロ

ンで開催している勉強会や創業者、創業を志す方との

交流会に積極的に参加し、知識のアップデートと事業

者間のつながりを強化することで、新規顧客獲得を実

現している。



2024年9月「みんなの家庭科室」を

オープン

オープンして約6か月。週末限定カフェ、家庭科

実習室、場所の提供を通じて、様々な方が集まる場

所となっている。野菜たっぷりのヘルシーメニュー

が好評で、週末カフェは、1か月先まで予約が取れ

ないほどの人気となっている。また、別事業者との

コラボレーションや、家庭科実習室としての機能も

活かしながら、幅広い世代の方が趣味と実益を兼ね

て家庭科室を訪れている。中でも、おひとりさまの

男性、家事が苦手な方など、これまで家庭科に縁の

なかった方も利用されはじめ、幅広い客層を獲得し、

地域に根ざした居場所づくり、地域の人々の交流の

場を実現している。

地域の多世代交流拠点を目指す

支援の効果 今後の展開

まず、リピーター確保と新規顧客獲得を目指すた

め、季節ごとの特別メニューの開発や、地域の特産

品を活用した新商品の導入を計画している。

次に、ハンドメイド教室の拡充を図るため、地域

の職人や芸術家を講師として招き、より多彩な講座

を提供することを検討している。また、レンタル

ルームの活用を促進するため、地域のサークル活動

や小規模な勉強会の場として提供することで、さら

なる地域交流の活性化を目指していく。最終的には、

「みんなの家庭科室」を地域のコミュニティハブと

して確立し、多世代交流の場として発展させること

を目標としている。

活動を振り返って
review

「事業・経営」と無縁だった私の漠然とした夢を、

財団の皆様には形になるまで丁寧に御指導いただき

ました。創業計画の段階から創業後の運営まで、そ

の都度適切な御支援をいただいています。特に、集

客や宣伝のためのSNS活用、チラシ作成等の講座、

接客講座は、素人の私には、非常に役立ちました。

また、各講座や交流会を通じて異業種の方ともつな

がりができ、今後の事業展開の参考になっています。

社会のニーズに応え、息の長い事業展開ができるよ

う、今後も勉強会に参加したいと思っています。

事業者の声

代表 松本 直美

支援者の声

えひめ産業振興財団

サブマネ－ジャ－

高岡 美穂

退職後のセカンドキャリアとして起業を選択され

た松本さんの想いを形にするお手伝いができたこと

を、大変嬉しく思っております。週末カフェを中心

に、ハンドメイド教室やレンタルルームなど、松本

さんの温かいお人柄が感じられる多彩な取り組みは、

お客様からも好評で、予約が取れない日もあります。

また、地元生産者や異業種の方々との連携にも積極

的に取り組み、新しい事業にチャレンジされる姿勢

はとても心強く、同世代の方々にとっても刺激と

なっているようです。松本さんのご活躍が、シニア

世代のロールモデルとなることを期待しております。
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